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Research Abstract

C3H.OHに発⽣したJVSマウスのjvs遺伝⼦をC57BL/6マウスに戻し交配して得られたB6-jvsマウスを⽣産し、JVSマウス、jvsヘテロ(表現型は正常)、正常ホモマウスで、以下の実験を⾏
った。動物は3〜4ヶ⽉齢で実験に供した。 
1)熱産⽣、体温の測定 
環境温度32℃での酸素消費にはJVS群と対象群に差は⾒られず、基礎代謝に違いの無いことが推察された。環境温度24℃とすると、酸素消費増加量には有意な差が⾒られ、JVSマウスで
有意に低かった。またJVSマウスへのカルニチン添加⾷の給餌により若⼲の酸素消費量増加が⾒られた。さらに環境温度24,28,30,32℃における体温は24℃で有意な低下が観察され、環
境温度上昇と共に⾼くなり、30〜32℃でほぼ⼀定となったが、正常マウスに⽐べるとやや低い傾向が⾒られた。従ってJSVマウスは熱産⽣能が低く、⾄適飼育温度は30度前後であること
が⽰唆されたが、32℃環境においても有意差はないものの、低体温になる傾向が観察されたことから、⻑期飼育による観察を要するものと推察された。 
2)環境温度24℃でのJVSマウスの寿命 
通常の飼育室(約24℃)でのJVSマウスの寿命は、通常の⾃由給⽔⾃由摂餌下では正常マウスの2〜3年に⽐べ有意に短く、平均寿命355⽇であった。このことより、JVSマウスでは⽼化が促
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進していることが⽰唆された。また、24度室温下で飼育されたJVSマウスの⾎清中の免疫グロブリン量は、正常個体に⽐べ差は⾒られなかったが、⾎清中のチロシンキナーゼを測定した
ところ、JVSマウスで有意に低い値となっており、寿命短縮と免疫系の異常の探索を要するものと推察された。
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